
標準仕様書改定について

第２回 水道施設情報整備促進事業委員会 資料１



Copyright © 2020 JECC Corporation. All Rights Reserved.

標準仕様書改定に関する要点

システム標準仕様書

02_アプリベンダー向け標準インターフェイス仕様書

03_機器ベンダー向け標準インターフェイス
(デバイス)仕様書

04_機器ベンダー向け標準インターフェイス
(システム)仕様書

06_水道CPSデータプロファイル仕様書

07_CPS/IoTセキュリティ仕様書

09_IoTゲートウェイ外部仕様書

10_システムゲートウェイ外部仕様
書

08_初期情報設定シート

05_水道標準プラットフォーム外部仕様書

【プラットフォームの実現方法を明らかにする資料】

01_基本仕様書

水道標準プラットフォームの
社会実装に向け、データ流
通の要点である標準イン
ターフェースを中心に各種の
通信仕様を規定

C.全体の修正

A.仕様の追加/改善
B.記述の追加/改善

11_マッピングベンダー向けデータ共有仕様書

12_標準汎用インターフェイス仕様書

D.仕様書としての追加

標準WG
という会議
体にて調整

ベンダー
SWG

という活動
にて調整

検討してきた
会議体など

 昨年度の実証事業の成果として定義された「システム標準仕様書」
No.01~10について、 「追加・変更」を提案致します。

 「システム標準仕様書」No.11~12の「追加」を提案致します。
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事業開始

本日の書面による委員会にご提出

標準WG

標準仕様書No.11
マッピングデータの流通

1回目:11月12日
2回目:11月25日
3回目:12月12日
最終:1月13日

ベンダーSWG(サブワーキング）

標準仕様書改定に関する 検討経緯について

標準仕様書No. 12
監視制御レトロフィット対応

1回目:2月18日
2回目:2月26日

・中断・

標準仕様書
No.01から10

1回目:7月22日
2回目:10月11日
3回目:11月13日
最終:12月26日

41社ご参加 関係する7社のご参加 関係する12社のご参加

委員会でのご意見、事業者WGでのご意見・ご要望、ベンダー様との意見交換及び事業者
説明会での意見を踏まえ、行政側とご相談した上で以下の活動を実施

 「システム標準仕様書」の 「変更・追加」について以下の会議体にて意見交換を
行ってまいりました。また随時個別の意見召集の場もいただき調整してまいりました。
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3

標準仕様書No.01~10に関する検討概要

記述の変更/追加に関す
ること

仕様の変更/追加に関す
ること

仕様書の全体の見
直し

該当「数」 ４７ ５２ ２

例として
ご提示する
内容

例 １ 【ベンダー様からの提案】

制御操作APIに関する名称変更と制
御操作の現状を踏まえて、APIインター
フェイスを追加

→資料は、詳細仕様Aの＜経緯概要
説明資料別紙１＞のP21を参照くだ
さい

【開発者.ベンダー様からの提案】

システム系（業務系）のアプリケーショ
ンとの連携及び画像(ファイル)系のAPI
インターフェイスも追加

→資料は、詳細仕様Aの＜経緯概要
説明資料別紙１＞のP4からP6を参
照ください

【開発者.ベンダー様からの提案】
標準仕様書No.9_IoTゲート
ウェイ仕様の全般的な修正

例 ２ 【ベンダー様からの提案】

計測分類が「状態」及び「異常」の場
合の変換コード値の変更を現状の監
視制御システムの運用現状を踏まえて
変更した。

→資料は、詳細仕様Aの＜経緯概要
説明資料＞のP23参照

【開発者.ベンダー様からの提案】

蓄積データに関するアプリケーションでの
2次加工データの追加対応

→資料は、詳細仕様Aの＜経緯概要
説明資料別紙１＞のP4からP6を参
照ください

【開発者.ベンダー様からの提案】
標準仕様書No.10_システム
ゲートウェイ仕様の全般的な修
正

詳細は「詳細資料A」
をご参照下さい。

 ベンダー様、事業者様、開発者から様々なご意見を頂き、以下の主な検討概要をご
提示します。
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標準仕様書No.11 マッピングデータ共有仕様の提案の目的

水道標準プラットフォーム

事業者テナント

STEP１:データ移行／オフラインでデータを
共有をしっかり実現!（ベンダースイッチや
データ連携などをスムーズに実現）

STEP２:リアルタイムにデータを共有を実現
（各種業務システムを横断的に、将来的に目指す
データ共有方式）

共通
テナント

Aベンダ CベンダBベンダ

共通方式の

データ

共通方式の
マッピング
データ プラットフォームの

データベース

DB DB

ポータル

SSO認証

マスタ
管理

データ
セキュリティ

動作監視

ZIP

マッピング
データ

マッピング
データ

水道標準プラットフォーム

事業者テナント共通
テナント

Aベンダ CベンダBベンダ

データベース

ポータル

SSO認証

マスタ
管理

データ
セキュリティ

動作監視

■マッピングデータ
{layer;”導水管”, no; “0001“, kbn;”導水”, date;”20191216”},
{layer;”給水管”, no; “0002“, kbn;”給水”, date;”20191216”}
■料金データ{ no; “0001“, kbn;”料金”, date;”20191216”},
■会計データ{no; “0001“, kbn;”会計”, date;”20191216”},
■台帳データ {no; “0001“, kbn;”台帳”, date;”20191216”},

マッピング
AP

マッピング
AP

管網料金
AP

マッピング
AP

料金
AP

会計
AP

Dベンダ
台帳
AP

標準IFマッピング
データ

DB

移
行

書込/
参照

書込/
参照

書込/
参照

書込/
参照

月１回
出力など

各種アプリからオンラインでデータ参照や書込

料金
データ

マッピン
グデータ

マッピング
データ

料金
データ

会計
データ

台帳
データ

出
力

参
照

出
力

マスタ
更新

加工
データ

加工
データ

移行やデータ
共有の
課題解決

（オフライン）

標準IF

 標準仕様書No.11 マッピングデータ共有仕様として、今年度はSTEP1 移行時の
データ共有化の活動を実施しました。
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標準仕様書No.11 マッピングデータ共有仕様について 成果

水道標準プラットフォーム

事業者テナント

SETP１:データ移行／オフラインでデータを
共有をしっかり実現!（ベンダースイッチや
データ連携などをスムーズに実現）

共通
テナント

Aベンダ CベンダBベンダ

共通方式の

データ

共通方式の
マッピング
データ プラットフォームの

データベース

DB DB

ポータル

SSO認証

マスタ
管理

データ
セキュリティ

動作監視

ZIP

マッピング
データ

マッピング
データ

マッピング
AP

マッピング
AP

管網料金
AP

マッピング
データ

DB

移
行

月１回
出力など

出
力

参
照

出
力

マスタ
更新

加工
データ

加工
データ

移行やデータ
共有の
課題解決

（オフライン）

標準IF

標準仕様書

No.11_マッピングベンダー向け
データ共有仕様書

成果物

流通可能なデータ項目
その属性

データの形式
などを整理（全54項目）

詳細は「詳細資料B」
をご参照下さい。

 マッピングデータ共有仕様について、STEP1の成果物は、共有（流通）可能なデー
タ項目をまとめた「マッピングベンダー向けデータ共有仕様書」となります。
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標準仕様書No.12 標準汎用インターフェイス追加の目的

6

GWGW

事業者様別・ベンダー様別

事業者

ベンダー

水道標準プラットフォーム
共通テナント(機能）

A社
浄水場系AP

④データ流通機能（標準インターフェイス）

④データ流通機能（標準インターフェイス）

B社
その他AP

①ポータル機能（問合せ対応)

④データ流通機能（マスタ）

②ユーザ管理

⑤データセキュリティ機能

⑥動作監視

IOT-GW

動作監視 動作監視

動
作
監

視
ソ
フ
ト

被監視制御被監視制御被監視制御
装置

C社
業務系AP

動作監視

⑦データ蓄積機能

当社

③認証認可機能

⑧AP用のサーバなどIT基盤提供サービス

プラットフォームが提供する
機能やハードウェアなど凡例 ベンダーが提供する機

能やハードウェアなど

標準汎用IF

標準汎用IF

GW
機能

D社
監視制御

系AP

従来型
GW A社

汎用インターフェースと標準汎用インターファイスとして対応する検討概要
■追加する標準汎用IFとしては、OPCプロトコル、FL-net、Modbusなど
を現在予定し検討を進めている。
■ここ部位については開発は提供はしない、すでに汎用的に存在するOPC
ソリューションなどがあるため、ベンダー様にて実装しPFと連携

被監視制御被監視制御被監視制御
装置

④
デ

ー
タ

流
通

機
能

）

E社
監視制御

系AP

従来型
GW B社

被監視制御被監視制御被監視制御
装置

動作監視 動作監視

⑧AP用のサーバなどIT基盤提供
サービス

⑧AP用のサーバなどIT基盤提供
サービス

①IoT-GW
開発の連携

GWの購入を考えているベンダー
と

GWの開発をするベンダーとの
マッチングや連携

 標準仕様書No.12標準汎用インターフェイスでは既存の監視制御分野で汎用的な通信方式の
組み込みについて検討を進めてきました。
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標準仕様書No.12 標準汎用インターフェイスについて 成果

標準仕様書

No.12_標準汎用インターフェイスに
よる

データ共有仕様書(暫定）

成果物(案）

OPC-UAをベースにした
共有可能なデータ項目
その属性データの形式

などを整理（全12項目）

詳細は「詳細資料C」
をご参照下さい。

◆ポイント

＊レトロフィットとして、暫定的に既存監視制御システムとのプラットフォームとの連携
に対する柔軟性を確保するために、まずは複数ある汎用プロトコルの中から、OPC
-UAを先行して検討を進めていくことでベンダー様、事業者様と合意を得て推進
→Modbus、FL-net、cc-link、MQTTなどの今後候補がある

＊OPC-UAとして流通できるデータ項目として、現在以下の案が事務局から示して
おり、相当多数の合意を得ている。

＊今後スケーラビリティやセキュリティの要件についても整理する

 標準汎用インターフェイスについての活動は、ベンダー様、事業者様と合意形成を行いながら汎用プ
ロトコルとプラットフォーム間の連携について、仕様書案を取りまとめます。
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